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２
０
２
３
年
を
締
め
く
く
る
、
恒
例
の
焚
火

芋
煮
会
を
今
年
は
ま
た
高
麗
駅
か
ら
近
く
の

巾
着
田
の
河
原
で
行
い
ま
し
た
。
最
近
は
焚
火

の
出
来
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
会
場
は
巾
着
田
、
飯
能
河
原
、
五
日
市
の

河
原
辺
り
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
焚

火
が
出
来
る
の
は
あ
り
が
た
い
。 

 

さ
て
、
１
２
月
１
７
日
、
日
曜
日
。
西
武
池

袋
駅
発
７
時
５
４
分
の
快
速
飯
能
行
き
に
乗

り
込
む
。
車
内
で
は
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ

た
人
た
ち
の
会
話
が
弾
ん
で
い
る
。 

飯
能
駅
に
８
時
４
９
分
着
。
向
か
い
に
停
ま

っ
て
い
る
８
時
５
６
分
発
の
各
駅
停
車
三
峰

口
行
き
に
乗
り
換
え
る
。
こ
の
ま
ま
乗
っ
て
行

き
、
三
峰
口
か
ら
北
側
か
ら
の
雲
取
山
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
も
可
能
だ
。 

９
時
３
分
、
高
麗
駅
着
。
降
り
立
っ
た
の
は
、

有
倉
（
里
芋
）、
神
山
（
焼
き
豆
腐
）、
川
名
夫

妻
（
舞
茸
、
シ
メ
ジ
）、
宗
像
（
つ
ゆ
）、
星
野

[

幸]

、
入
江
（
こ
ん
に
ゃ
く
）、
奥
村
（
う
ど
ん
）、

星
野
（
ご
ぼ
う
）、
及
川
（
長
ネ
ギ
）、
布
施
（
牛

肉
）、
和
田
、
佐
藤
（
カ
レ
ー
ル
ー
）、
神
吉
（
サ

ツ
マ
イ
モ
）
、
神
吉
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
の
石
川

［
紗
］、
戸
丸
（
薪
、
焼
き
芋
用
サ
ツ
マ
イ
モ
）

の
１
６
名
。
ち
な
み
に
丸
い
カ
ッ
コ
の
中
は
分

担
で
持
参
し
た
芋
煮
の
材
料
。 

 

高
麗
駅
前
は
と
て
も
広
い
の
だ
が
大
勢
の

人
た
ち
が
い
て
驚
い
た
。
雲
一
つ
な
い
青
空
が

広
が
っ
て
い
た
。 

ト
イ
レ
前
で
身
支
度
を
し
て
１
６
名
が
輪

に
な
っ
て
自
己
紹
介
。
盛
り
上
が
っ
て
拍
手
が

起
き
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
。
小
学
４
年
生
の

石
川
（
紗
）
さ
ん
は
御
岳
山
の
て
ん
ぷ
ら
以
来

の
参
加
で
平
均
年
齢
を
下
げ
た
。
焼
け
石
に
水

と
も
言
え
る
が
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
頂
い
て

み
ん
な
元
気
に
な
る
よ
う
だ
。 

佐
藤
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
を
す
る
。 

 

９
時
３
５
分
歩
き
だ
す
。
線
路
に
沿
っ
て
右

側
南
方
向
に
行
く
と
す
ぐ
に
左
側
に
踏
切
が

あ
り
こ
れ
を
渡
る
。 

と
、
こ
こ
で
危
険
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
、
先
頭

の
後
を
つ
い
て
い
っ
た
人
が
つ
な
が
り
警
報

機
が
鳴
っ
て
い
る
の
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
。
渡

り
切
れ
な
い
人
が
踏
切
の
上
下
線
の
線
路
と

線
路
の
間
で
困
っ
て
い
た
が
、
結
局
、
運
転
手

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
６
９
号 

２
０
２
４
年 

新
年
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
っ
て
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

巾
着
田
焚
火
芋
煮
会
に
１
６
名

、
日
和
田
山
ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
１
３
名
参
加

、
焼
き
芋
も
大
成
功
！ 

 

前
山
に
７
名
！ 
サ
ス
ザ
ワ
山
か
ら
の
奥
多
摩
湖
は
絶
景
で
し
た

。
奥
多
摩
駅
前
で
楽
し
い
打
ち
上
げ
！ 
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さ
ん
が
、
す
ぐ
横
の
ホ
ー
ム
の
上
か
ら
「
渡
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
て
、
降
り

て
い
る
遮
断
機
を
や
っ
と
の
こ
と
で
潜
っ
た
。

電
車
は
少
し
遅
れ
た
に
違
い
な
い
。
反
省
。
踏

み
切
り
手
前
で
待
っ
て
い
た
残
り
の
人
は
遮

断
機
が
上
が
っ
て
か
ら
渡
っ
て
全
員
合
流
。 

 

９
時
３
９
分
、
台
交
差
点
を
渡
る
。
ま
っ
す

ぐ
進
ん
で
ゆ
く
と
、
先
ほ
ど
か
ら
正
面
左
側
に

日
和
田
山
が
見
え
て
い
る
。
山
頂
手
前
の
展
望

の
良
い
金
刀
比
羅
神
社
の
鳥
居
が
小
さ
く
見

え
る
。 

 

９
時
４
１
分
、
右
側
に
瓦
屋
根
の
由
緒
あ
り

そ
う
な
古
い
門
が
見
え
る
。「
台
の
高
札
場
」
の

跡
地
に
復
元
し
た
も
の
だ
が
、
江
戸
時
代
に
お

触
書
な
ど
を
張
り
出
し
た
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。 

 

こ
こ
を
右
に
集
落
の
中
に
入
っ
て
ゆ
く
。
こ

の
昔
な
が
ら
の
民
家
の
前
の
道
が
と
て
も
い

い
雰
囲
気
だ
。
右
側
に
農
家
の
方
が
軒
先
で
野

菜
を
売
っ
て
い
る
。
柚
子
や
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
。

先
の
左
側
に
は
も

う
一
軒
あ
り
、
ラ
デ

ィ
ッ
シ
ュ
や
ダ
イ

コ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、

た
く
あ
ん
な
ど
み

ん
な
で
買
っ
て
売

り
切
れ
る
ほ
ど
の

勢
い
だ
。
真
っ
赤
な

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は

河
原
で
生
で
食
べ
た
が
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
。
鮮
度
の
良
さ
が

決
め
手
だ
ろ
う
。 

 

突
き
当
り
の
大
き
な
石
碑
の

あ
る
所
を
左
に
道
は
曲
が
っ
て

ゆ
く
。
こ
の
辺
り
の
土
手
の
あ
る

畑
の
景
色
は
田
舎
に
帰
っ
た
よ

う
で
と
て
も
い
い
雰
囲
気
だ
。
ま

っ
す
ぐ
正
面
に
は
日
和
田
山
が

よ
く
見
え
る
。 

 

田
舎
道
か
ら
車
道
に
出
て
鹿

台
橋
信
号
を
右
に
曲
が
る
。 

 

９
時
５
４
分
、
高
麗
川
に
か
か

る
赤
い
橋
を
渡
る
。
高
麗
川
は
巾

着
田
の
形
に
添
う
よ
う
に
左
に

巻
く
よ
う
に
丸
く
流
れ
て
ゆ
く

川
だ
。
右
側
に
は
こ
れ
か
ら
向
か

う
河
原
の
河
川
敷
が
見
え
て
い

る
。
信
号
手
前
の
路
地
を
右
に
入

っ
て
ゆ
く
。
突
き
あ
た
り
を
右
に

曲
が
っ
て
川
の
左
側
に
沿
っ
て

ゆ
く
と
す
ぐ
に
巾
着
田
に
到
着
。

小
川
が
流
れ
て
い
て
、
小
魚
も
泳

い
で
い
る
。
蛍
の
餌
に
も
な
る
巻

貝
の
カ
ワ
ニ
ナ
も
見
え
て
い
る
。

畑
と
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
る
。 

 

１
０
時
５
分
、
河
原
に
到
着
。

入
り
口
に
も
ト
イ
レ
が
あ
る
が
、

風
向
き
も
考
え
て
少
し
奥
の
ト

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

集合 １月２１日（日）小田急線新宿駅 

７：３０発 快速急行小田原行き 

（前から３両目車内） 
途中駅発  

代々木上原 7：35 下北沢 7：37 登戸 7：47  

新百合ヶ丘 7：53 町田 8：01 相模大野 8：04 

海老名 8：04  
 

伊勢原着 ８：２４（バス乗り換え） 

８：５５発 直通大山ケーブル行 

大山ケーブル駅着 9：22 

交通費 新宿～伊勢原 片道５９７円 

伊勢原～大山ケーブル 片道３７０円 

２
０
２
４
年
の
最
初
は
大
山
参
り
か
ら
始
め
ま
す
。 

１
月
２
１
日
（
日
）
は
、
大
山
（
１
２
５
２
ｍ
）
で
す
。 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス 

歩
行
３
時
間
１
０
分 

（
上
り
１
時
間
２
０
分
、
下
り
１
時
間
５
０
分
） 
 

伊
勢
原
駅
か
ら
バ
ス
で
大
山
ケ
ー
ブ
ル
駅
ま
で
、
ケ
ー
ブ
ル
を
利

用
し
て
、
山
頂
へ
。
下
り
は
ヤ
ビ
ツ
峠
か
ら
蓑
毛
ま
で
。
蓑
毛
か

ら
バ
ス
で
秦
野
駅
へ 

 

ア
イ
ゼ
ン
、
軽
ア
イ
ゼ
ン
持
参
く
だ
さ
い
。（
積
雪
が
あ
る
か
も
） 

 

〇
持
ち
物 

軽
ア
イ
ゼ
ン
、
お
弁
当
、
飲
料
水
、
カ
ッ
プ
、
非
常
食
、

傘
、
雨
具
、
着
替
え
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、（
痛
み
止
め
ス
プ

レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
、
他 

 

※
申
し
込
み
締
め
切
り
は 

１
月
１
９
日
（
金
） 

収支 

繰越        20,845 円 

 

支出 

News/HP 作成費   500 円 

当日プリント代   150 円 

現在高         20295 円 
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イ
レ
前
の
河
原
に
陣
地
を
作
る
。
す
で
に
い
く

つ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
焚
火
を
始
め
て
い
て
煙

が
立
ち
上
っ
て
い
る
。 

焚
火
の
準
備
の
戸
丸
を
除
い
て
日
和
田
山

ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
る
。
及
川
さ
ん
と
和
田

さ
ん
は
高
麗
神
社
に
行
く
よ
う
だ
。 

 

焚
火
係
は
、
ま
ず
、
芋
煮
の
大
鍋
の
位
置
を

決
め
て
少
し
水
を
入
れ
て
バ
ー
ナ
ー
に
細
火

で
火
を
入
れ
る
。
少
し
離
れ
た
場
所
に
焚
火
の

位
置
を
決
め
て
焚
火
台
を
設
置
。
火
を
起
こ
し

て
火
力
が
安
定
し
た
ら
、
そ
の
上
に
濡
れ
た
新

聞
紙
と
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
包
ん
だ
焼
き
芋
を

並
べ
て
そ
の
上
に
薪
を
載
せ
て
ま
た
一
燃
や

し
す
る
。
１
０
分
か
ら
１
５
分
位
で
様
子
を
見

る
と
ほ
ぼ
焼
け
て
い
る
。 

 

頂
い
た
ビ
ー
ル
と
テ
キ
ー
ラ
、
ウ
イ
ス
キ
ー

を
ち
び
ち
び
飲
み
な
が
ら
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と

川
に
生
え
て
い
る
ク
レ
ソ
ン
を
つ
ま
み
に
や

っ
て
い
る
と
の
ん
び
り
と
贅
沢
な
気
分
に
な

る
。 

 

１
２
時
頃
、
高
麗
神
社
組
が
戻
っ
て
く
る
。

そ
の
あ
と
三
々
五
々
、
日
和
田
組
が
戻
る
。
大

勢
の
人
で
日
和
田
山
は
混
雑
し
て
い
た
ら
し

い
が
、
絶
景
を
堪
能
し
た
よ
う
だ
。 

 

さ
あ
、
芋
煮
の
は
じ
ま
り
だ
。
大
鍋
係
が
手

際
よ
く
芋
煮
を
仕
上
げ
る
。
絶
品
の
芋
煮
が
出

来
あ
が
っ
て
河
原
は
賑
や
か
に
な
る
。
焼
き
芋

も
好
評
だ
。
川
名
さ
ん
の
熱
燗
は
大
好
評
で
何

と
２
リ
ッ
ト
ル
の
パ
ッ
ク
を
飲
み
干
し
た
よ

う
だ
。
芋
煮
に
ク
レ
ソ
ン
を
入
れ
た
り
し
て
み

ん
な
楽
し
ん
だ
。
仕
上
げ
は
う
ど
ん
を
入
れ
て

カ
レ
ー
う
ど
ん
を
楽
し
ん
だ
。 

 

き
れ
い
に
片
付
け
て
、
火
の
始
末
も
す
る
。

土
手
の
上
で
記
念
撮
影
。 

 

２
時
５
５
分
、
出
発
。
ま
だ
ま
だ
青
空
の
巾

着
田
と
お
別
れ
し
て
来
た
道
を
戻
る
。
途
中
河

原
の
横
断
を
試
み
る
も
危
険
な
た
め
撤
退
。 

 

ま
た
も
や
、
農
家
の
無
人
販
売
に
引
っ
掛
か

り
、
誰
か
は
タ
ク
ア
ン
を
買
い
占
め
た
。 

 

高
麗
駅
か
ら
乗
車
。
飯
能
駅
で
急
行
に
乗
り

換
え
て
池
袋
着
。
こ
こ
で
自
由
解
散
。 

名
残
惜
し
い
、
川
名
夫
妻
、
神
山
、
佐
藤
、

戸
丸
は
西
口
の
養
老
の
滝
に
立
ち
寄
り
、
川
名

さ
ん
の
復
活
を
祝
う
。
ち
ょ
っ
と
だ
け
飲
ん
で

行
こ
う
と
い
っ
て
い
た
が
、
決
し
て
ち
ょ
っ
と

で
は
な
か
っ
た
。 
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